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『沈黙の螺旋理論 - 世論形成過程の社会心理学』
(ブレーン出版刊)
本書は,『DieSchweigesprial:6fentlicheMei-
nung- unseresozioleHaut』(byElisabethNoel-
le-Neumann,1980)』 の英訳 FTheSpiralofSi-
lence:PublicOpinion- OurSocialSkin(1984)』
からの日本語訳である (池田謙一訳)0
著者のエリザベート･ノエル ･ノイマンは女性
で,西 ドイツのグーテンベルグ大学の名誉教授で
ある｡また,同時に,世論調査機関のアレンスバッ
ハ世論調査研究所の創設者であり,現に主宰者で
もある｡
著者のこのこつの職歴が本書を成立せしめたと
いっていい｡つまり,世論形成の理論仮説を,自
己の主宰する調査機関で実際に調査して,仮説の
ひとつひとつを確認していって,この ｢沈黙の螺
旋理論｣を構築した｡
ところで,｢沈黙の螺旋理論｣とは何かという
ことであるが,それはこうである｡私たちは,世
論形成の場合,自分の周囲の社会環境をよく観察
しており,人びとの意見に敏感に反応し,どの昔
見が多数を占めつつあるか,また支配的になりつ
つあるかを見きわめる｡
そして,自分の意見がいわゆる世間の多数意見
にそっているか否かを気にかけ,自分が狐立化す
ることを恐れて,多数意見になびくといった現象
をおこす｡世間の風潮に反するような意見を持っ
ているときは,その意見をおなかの中に押しこめ
て,沈黙を保つのである｡
このことは,多数意見がますます閥歩し,その
支配的イメージを増大させ,他方,少数意見は沈
黙化傾向を深める｡そこに,多数派意見支持の方
向への ｢沈黙の螺旋｣化傾向が生じるのである｡
ついには,多数派意見への (なだれ現象)を引き
おこすことにもなる｡
なお,(世間の意見づ くり)に大きく貢献する
のはマス ･メディアである｡従来,マス ･メディ
アは人びとのもっている意見の (補強)レベルに
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とどまるという学説が有力であったが,ノエル ･
ノイマンは ｢マス ･メディアが世間に関する情報
の提供を一手に引き受け,同じような内容の情報
を日々流してゆけば,その累積効果がでて,人び
との意見形成に影響をおよぼきずにはおかない｣
と主張した｡
そんな点など,本書は,従来のマスコミ理論を
点検する意味でも,また,｢沈黙｣の意味を考え
るうえでも,興味あるユニークな書である｡コミュ
ニケーションの過程論や効果論に関心のある人に
は,ぜひ一読をおすすめしたい｡
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